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国
労
東
日
本
本
部
は
、
９
月
２
～
３
日
、
第
24
回
定
期
大
会
を
埼
玉
県
・
さ
い

た
ま
市
で
開
催
し
、
当
面
す
る
運
動
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。
今
号
は
、
大
会
特

集
【
そ
の
１
】
と
し
て
代
議
員
の
発
言
を
除
い
た
部
分
の
報
告
と
し
ま
す
。

　

大
会
は
佐
藤
副
委
員
長
の
司

会
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
59
名
中

58
名
の
代
議
員
と
全
構
成
員
の

出
席
確
認
を
資
格
審
査
委
員
会

が
報
告
し
大
会
の
成
立
を
宣
言
。

議
事
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、

議
長
に
は
中
澤
代
議
員
（
東
京
・

大
宮
）、
副
議
長
に
は
森
本
代
議

員
（
仙
台
・
総
合
車
両
所
）
を

選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
挨
拶
（
詳
細

別
掲
）し
た
高
野
委
員
長
は
、「
多

く
の
課
題
は
あ
る
が
、
国
労
運

動
前
進
に
向
け
奮
闘
す
る
。」
と

決
意
を
述
べ
た
。

続
い
て
各
来
賓
か

ら
の
ご
挨
拶
、
国

労
本
部
、
東
京
闘

争
団
、
国
労
東
日

本
弁
護
団
の
福
田

顧
問
弁
護
士
か
ら

の
報
告
、
祝
電
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹

介
し
議
事
に
入
っ

た
。

　

大
会
は
延
期
承

認
か
ら
進
め
ら

れ
、
選
挙
管
理
委

員
会
の
設
置
、
経

過
報
告
・
運
動
方

針
（
案
）
の
提
案

を
松
井
書
記
長
が

一
括
で
提
案
し
、

規
約
改
正
、
協
約
・

協
定
の
締
結
承
認
、
決
算
関
係

の
財
政
議
題
の
承
認
を
踏
ま
え
、

予
算
（
案
）
の
提
案
、
東
日
本

本
部
委
員
の
選
挙
告
示
の
後
、

経
過
報
告
に
対
す
る
質
疑
に
入

り
、
５
名
の
代
議
員
が
発
言
。

執
行
部
か
ら
の
答
弁
で
終
了
予

定
の
時
間
と
な
り
１
日
目
が
休

会
。

　

２
日
目
は
、
引
き
続
き
経
過

報
告
に
対
す
る
質
疑
か
ら
再
開

し
、
代
議
員
３
名
が
発
言
。
執

行
部
か
ら
の
答
弁
で
承
認
。
続

い
て
、
機
関
紙
表
彰
、
組
織
拡

大
標
語
の
表
彰
（
詳
細
は
別
掲
）

の
後
、
運
動
方
針
（
案
）
に
対

す
る
討
論
に
入
っ
た
。
冒
頭
、

運
動
方
針
（
案
）
に
対
す
る
修

正
動
議
の
提
出
者
代
表
に
よ
る

趣
旨
説
明
。
以
降
、
執
行
部
の

中
間
答
弁
を
挟
み
19
名
の
代
議

員
発
言
（
次
号
）
と
書
記
長
集

約
（
要
旨
別
掲
）
で
運
動
方
針

を
全
体
の
拍
手
で
確
立
し
た
。

尚
、
修
正
動
議
に
つ
い
て
は
挙

手
に
よ
る
採
択
で
賛
成
15
、
反

対
44
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
議
事
は
、
予
算
（
案
）

に
対
す
る
質
疑
・
承
認
、
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
２
０
１
０
年

度
東
日
本
委
員
の
選
出
報
告
、

ス
ト
権
投
票
と
進
み
、
特
別
決

議
（
案
）
と
大
会
宣
言
（
案
）

を
採
択
し
全
日
程
を
終
了
し

た
。

！

元
呑 

勝
（
関
東
交
運
労
協
議
長
）

宮
坂
義
久
（
全
交
運
共
済
東
日
本
事

業
本
部
本
部
長
）

伊
藤
秀
樹
（
国
労
会
館
専
務
理
事
）

高
橋
伸
二
氏（
国
労
中
央
執
行
委
員
長
）

本
部
出
席
者
＝
濱
中
書
記
長
、
鈴
木

執
行
委
員
、
小
池
執
行
委
員
、
栗
原

執
行
委
員
、
星
野
執
行
委
員

原
田
洋
一
（
東
京
闘
争
団
団
長
）

福
田　

護
（
東
日
本
本
部
顧
問
弁
護
団
）

メ
ッ
セ
ー
ジ

海
渡
雄
一（
東
日
本
本
部
顧
問
弁
護
団
）

渡
邉
良
成
（
国
労
東
海
本
部
執
行
委
員
長
）

田
中
守（
西
日
本
本
部
執
行
委
員
長
）

福
崎
有
二（
四
国
本
部
執
行
委
員
長
）

伊
藤
一
之（
九
州
本
部
執
行
委
員
長
）

　

国
労
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
「
JR
不
採
用
問
題
」
が
、
和

解
成
立
に
よ
り
裁
判
は
終
結

し
ま
し
た
。
23
年
と
い
う
長
い

年
月
の
中
で
闘
争
団
組
合
員
・

家
族
の
決
意
と
、
国
労
組
合

員
、
全
国
の
共
闘
関
係
の
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し

得
た
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
全
面
的
解
決
に

向
け
、残
さ
れ
た
「
雇
用
問
題
」

に
全
力
を
あ
げ
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
の
課
題
は
、
安
全
・

安
定
輸
送
確
立
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
JR
東
日
本
グ

ル
ー
プ
の
経
営
基
礎
で
あ
る あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

出
席
�
�
�
来
賓
�
皆
�
�

安
全
・
安
定
輸
送
、
社
員
・
パ
ー

ト
ナ
ー
会
社
社
員
の
死
亡
事

故
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
方
針
が
根

底
か
ら
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

　

事
故
の
根
本
的
原
因
を
あ
い

ま
い
に
せ
ず
、
事
故
発
生
の
潜

在
的
事
例
を
発
見
・
取
り
除
く

技
術
力
の
維
持
・
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
課
題
は
、
組
織

強
化
・
拡
大
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
国
労
の
将
来
を
展

望
す
る
う
え
で
、
組
織
強
化
・

拡
大
は
最
重
要
課
題
で
あ
る

と
の
認
識
か
ら
今
日
ま
で
全

力
を
あ
げ
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

組
織
拡
大
の
現
状
は
、
中
労

委
で
の
係
争
事
件
の
一
括
和
解

か
ら
約
４
年
、
83
名
の
仲
間
を

国
労
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で

き
、
新
規
採
用
者
の
加
入
は
今

年
で
４
年
連
続
と
な
り
ま
し

た
。

　

組
織
拡
大
を
図
る
た
め
に

は
、
職
場
活
動
の
活
性
化
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、「
仕
事
・
安
全
総

点
検
運
動
」
を
基
軸
に
職
場
活

動
の
活
性
化
を
推
し
進
め
、
職

場
を
原
点
に
組
織
拡
大
に
向
け

取
り
組
む
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

　

私
た
ち
国
労
東
日
本
本
部

は
、
さ
ら
な
る
国
労
運
動
前
進

に
向
け
、
そ
の
先
頭
に
立
ち
奮

闘
す
る
決
意
を
申
し
上
げ
、
執

行
委
員
会
を
代
表
し
て
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
掲
載
）

ＪＲ不採用問題解決の到達点を活かし、

雇用問題、 組織拡大の全面解決を実現しよう

執行委員長

高野　苗実
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最
優
秀
表
彰　

気
仙
沼 

　
　

 

盛
岡　

気
仙
沼
地
域
分
会

最
優
秀
表
彰　

ろ
ば
た 

　
　

 

仙
台　

東
北
工
事
事
務
所
分
会

最
優
秀
表
彰　

支
部
日
報 

　
　

 

秋
田　

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
支
部

最
優
秀
表
彰　

郡
工
情
報 

　
　

 

仙
台　

郡
山
工
場
支
部

最
優
秀
表
彰　

分
会
か
べ
し
ん
ぶ
ん　

東
京　

蒲
田
車
掌
区
分
会

最
優
秀
表
彰　

ス
ク
ラ
ム 

　
　

      

長
野　

長
野
総
合
車
両
所
支
部

最
優
秀
表
彰　

38
回
連
続
運
動
会　
　

        

高
崎　

高
崎
地
本

優
秀
表
彰　
　

蘇
我
運
輸
区
分
会
ニ
ュ
ー
ス　

千
葉　

蘇
我
運
輸
区
分
会

優
秀
表
彰　
　

分
会
通
信 

　
　

 

仙
台　

郡
山
工
場
貨
物
分
会

優
秀
表
彰　
　

闘
志 

　
　

 

千
葉　

千
葉
車
掌
区
分
会 

優
秀
表
彰　
　

連
結
器　
　
　

    

東
京　

田
町
電
車
区
分
会 

優
秀
表
彰　
　

団
結　
　
　
　

    

仙
台　

仙
台
総
合
車
両
所
支
部

優
秀
表
彰　
　

ガ
ン
バ
組
立　

     

仙
台　

仙
台
総
合
車
両
所
組
立
分
会

優
秀
表
彰　
　

国
労
仙
台　
　

    

仙
台　

仙
台
地
本

優
秀
表
彰　
　

国
労
高
崎　
　

    

高
崎　

高
崎
地
本

優
秀
表
彰　
　

分
会
情
報　
　

    

仙
台　

郡
山
駅
連
合
分
会 

優
秀
表
彰　
　

国
鉄
新
潟　
　

    

新
潟　

新
潟
地
本

●
他
労
組
組
合
員
に
呼
び
か
け
る
組
織
拡
大
標
語 

 
 

最
優
秀 

千
葉 

小
林
春
彦 

 

国
労
加
入
で
、
変
え
よ
う
職
場
と
労
働
条
件
！  

優
秀 

長
野 

鈴
木　

英
人 

 

仲
間
を
信
じ
仲
間
を
作
り
職
場
に
拡
が
る
仲
間
の
笑
顔    

優
秀 

秋
田 

宇
佐
美　

久
蔵

 

あ
な
た
の
？
疑
問
は
国
労
へ
。
皆
で
解
決
し
ま
せ
ん
か
！   

優
秀 

千
葉 

松
田
優
一

 

信
じ
あ
え
る
仲
間
が
で
き
る
、
国
労
へ
！  

 
 

優
秀 

千
葉 

高
木　

覚 
 

我
々
一
人
一
人
の
思
い
を
…
次
の
時
代
に
つ
な
げ
よ
う
！  

●
国
労
内
部
を
対
象
と
し
た
組
織
活
性
化
に
向
け
た
組
織
拡
大
標
語 

最
優
秀 

長
野 

 

久
保
田　

浩
幸 

 
 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
声
か
け
て
増
や
そ
う
未
来
の
仲
間
達 

優
秀 

長
野 

大
日
方　

敏 
 

 

一
声
が
仲
間
を
つ
く
る
第
一
歩　

 
 

 
 

優
秀 

仙
台 

高
橋　

進 
 

次
世
代
へ　

残
そ
う
活
か
そ
う　

国
労
運
動    

優
秀 

仙
台 

高
橋　

和
彦

 

解
決
の　

今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス　

組
織
拡
大  

 
 

優
秀 

仙
台 

橋
本
昭
二  

 

職
場
か
ら
拡
大
し
よ
う
組
織
と
運
動   

 

１
番
目
と
し
て
、
国
鉄
闘
争
の

勝
利
の
闘
い
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
国
労
の
闘
い
を
物
心

両
面
か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

共
闘
の
仲
間
、
弁
護
団
の
力
が
結

実
し
て
今
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を

片
時
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
仲
間
や
諸
団
体
、

そ
し
て
先
人
た
ち
の
思
い
や
声

に
応
え
る
道
は
、
国
労
が
将
来

に
わ
た
っ
て
労
働
組
合
と
し
て

強
化
・
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
国
鉄
闘
争

勝
利
の
出
口
は
、
組
織
強
化
・

拡
大
を
か
ち
取
り
、
健
全
か
つ

正
常
な
労
使
関
係
を
JR
会
社
と

の
間
に
確
立
し
、
職
場
の
中
心

に
国
労
組
織
と
運
動
を
根
づ
か

せ
、
こ
れ
ま
で
の
間
に
失
っ
た

あ
ら
ゆ
る
力
を
取
り
戻
し
、
新

た
な
仲
間
と
、
い
や
応
な
く
離

れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
仲
間
を

結
集
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
体
制
の
整
備
と
具
体

的
強
化
で
す
。

　

２
番
目
、
組
織
強
化
・
拡
大

の
闘
い
に
つ
い
て

　

組
織
拡
大
は
具
体
的
な
成
果
を

挙
げ
、
ま
さ
に
点
か
ら
線
へ
と
移

行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
再
度
、
職

場
で
の
国
労
運
動
の
根
源
で
あ
る

「
仕
事
・
安
全
総
点
検
」「
職
場
総

点
検
」
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

す
べ
て
の
仲
間
か
ら
信
頼
と
共
感

を
得
る
取
り
組
み
を
具
体
的
に
提

起
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

３
番
目
に
、
合
理
化
・
効
率

化
施
策
と
の
闘
い
に
つ
い
て

　

合
理
化
・
効
率
化
事
案
に
対
す

る
取
り
組
み
は
、
各
地
方
本
部
・

地
区
本
部
業
務
部
長
・
職
協
代
表

者
会
議
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
業
務

に
か
か
わ
る
専
門
委
員
会
を
設
置

し
、
問
題
意
識
や
情
報
を
共
有
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
議
論

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

４
番
目
と
し
て
、
出
向
施
策
に
お

け
る
諸
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

去
る
８
月
25
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
バ
ス
東
北
に
お
け
る
団
体
交
渉

を
開
催
さ
れ
、
出
向
先
会
社
に
お

け
る
諸
問
題
・
諸
課
題
に
対
す
る

Ｊ
Ｒ
会
社
の
具
体
的
対
応
の
あ
り

方
に
、
一
歩
前
進
が
見
ら
れ
、
今

後
の
出
向
者
・
出
向
問
題
で
の
大

き
な
成
果
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
私
た
ち
の
側
の
体
制
づ

く
り
が
急
務
で
す
。
第
10
回
出
向

連
総
会
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
の
率

直
な
意
見
や
声
を
聞
く
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
東
日
本
本
部
と
し

て
の
取
り
組
み
の
強
化
を
今
ま
で

以
上
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

５
番
と
し
て
、
反
戦
・
平
和
、

憲
法
改
悪
反
対
、
民
主
主
義
擁

護
の
闘
い
に
つ
い
て

　

反
戦
・
平
和
の
闘
い
と
労
働
法

制
改
悪
、
医
療
・
年
金
・
教
育
制

度
等
の
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
阻

止
に
向
け
た
闘
い
に
具
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
す
。
各
都
県
で
の

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
中
央
・
地
方
で
開
催

さ
れ
る
平
和
集
会
等
へ
の
参
加
を

取
り
組
み
ま
す
。

　

６
番
目
は
一
括
和
解
の
実
効

を
求
め
る
取
り
組
み
の
さ
ら
な

る
前
進
に
向
け
て

　

JR
東
日
本
と
の
和
解
か
ら
丸

４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
本
大
会
終
了
後
速
や
か

に
JR
東
日
本
に
対
し
て
、
検
証

を
も
と
に
し
た
申
し
入
れ
を
当

該
地
方
本
部
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

７
番
目
と
し
て
、
労
働
条
件
に

関
す
る
協
約
の
締
結
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

大
会
の
議
論
の
中
に
お
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

労
働
協
約
締
結
の
議
論
を
開
始

し
よ
う
と
し
た
第
17
回
大
会
か
ら

７
年
の
歳
月
が
経
過
を
し
ま
し
た
。

　

幅
広
い
国
労
加
入
が
続
い
て
い

ま
す
。
四
半
世
紀
に

及
ぶ
長
い
闘
い
の
天

王
山
と
も
い
え
る
JR

不
採
用
問
題
が
最
終

局
面
を
迎
え
た
こ
の

節
目
の
時
と
、
こ
れ

ま
で
闘
い
続
け
て
き

た
力
を
バ
ネ
に
、
組

織
の
総
力
を
挙
げ
て

組
織
拡
大
に
取
り
組

む
こ
と
を
先
の
全
国

大
会
で
確
認
を
し
ま

し
た
。

　

東
日
本
本
部

は
、
労
働
条
件
に

関
す
る
協
約
と
そ

の
締
結
に
つ
い
て

は
、
組
織
強
化
・

拡
大
を
は
じ
め
と
し
た
取
り
組
み

の
客
観
的
条
件
の
整
備
と
い
う
点

か
ら
極
め
て
重
要
で
す
。
締
結
交

渉
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
に
つ
い
て
は
、
大
会
後
開
催
す

る
各
地
方
本
部
書
記
長
・
業
務
部

長
会
議
に
お
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

方
針
の
中
に
あ
る
具
体
的
な
取

り
組
み
④
に
つ
い
て
は
、
主
体
で

あ
る
組
合
員
の
納
得
・
理
解
を
得

る
こ
と
は
必
然
と
考
え
ま
す
。
設

定
目
標
あ
り
き
で
は
な
く
、
東
日

本
本
部
と
し
て
総
体
的
な
現
状
、

状
況
を
十
二
分
に
把
握
し
、
そ
の

点
を
ベ
ー
ス
に
機
関
会
議
を
開

催
し
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
締
結
の
可
否
、
承
認

に
つ
い
て
は
規
約
に
基
づ
き
取
り

扱
っ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
第
24
回
定
期
大
会
の

集
約
答
弁
と
し
ま
す
。
２
日
間

に
わ
た
る
ご
議
論
・
討
論
、
大

変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

で大会 表彰

機関紙表彰

組織拡大標語

書
記
長

集 

約

国労東日本本部

書記長　松井正義

　
　

702.indd   2 2010/09/22   11:28:31


